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１．はじめに
協議会設立の背景等を記載

２．本協議会の構成員
物部川に関係する高知市、南国市、香南市、香美市、
高知県、高知地方気象台、
国土交通省四国地方整備局の構成員を記載

３．物部川の概要と主な課題
■地形的特徴

・潜在的に堤防の決壊による被害拡大の危険性を有する地形
・河岸段丘により背後地が守られている地形
・洪水が一気に流出する地形
■過去の被害状況と河川改修の状況
■物部川流域の社会経済等の状況
■取組の方向性（主な課題） 2
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４．現状の取組状況



● 課題
・洪水予報等の防災情報の意味やその情報による対応が住民には十分認識されていない
ことが懸念される。
・大雨、暴風により防災行政放送(有線、無線)が聞き取りにくい状況があるため、未配布
エリアへの戸別受信機の配布を含めて検討する必要がある。 4

４．現状の取組状況

① 情報伝達、避難計画等に関する事項
『洪水時における河川管理者等からの情報提供等の内容及びタイミング』、『避難勧告等の
発令基準』、『避難場所・避難経路』、『住民等への情報伝達の体制や方法』、『想定され
る浸水リスクの周知』、『避難誘導体制・行動計画』

○現状
・避難勧告の発令判断の目安となる氾濫危険情報等の洪水予報の発表を高知地方気象台と
共同で実施している。
・防災行政無線により、避難情報の放送を行っている。

風雨などの騒音



● 課題
・水防団等に対して河川水位等に係る情報を迅速かつ正確に情報伝達できない懸念がある。
・大雨による洪水被害から巡視担当者の身の安全確保が必要である。
・水防資機材の備蓄数量が不足している懸念がある。

物部川水防資材位
置図(H28.2.4)

土砂 40,000m3

資材

吉原地先

資材 土嚢 80袋

⑩　香美市

新改水防倉庫

土嚢 80袋

大型照明灯 5台

⑨　香美市

片地分団屯所

資材

資材 土嚢 40袋

⑪　香美市

明治分団屯所

土嚢 1,000袋

大型照明灯 2台

⑫　香美市

戸板島水防倉庫

資材

大型土嚢 300袋

土嚢 1,700袋

⑬　南国市

南国市役所水防倉庫

資材

大型土嚢 90袋

土嚢 500袋

⑥　中央東土木事務所

南国水防倉庫

資材

土嚢 1,500袋

大型土嚢 200袋

②　水防拠点

高川原水防待避所

資材

資材 －

③　水防拠点

岩積水防待避所

資材 土嚢 800袋

④　水防拠点

蔵福寺水防待避所

オフィス 45m2

⑤　水防拠点

物部川出張所

土嚢 1,500袋

大型照明灯 2台

⑧　香南市

野市水防倉庫

資材

資材 土嚢 13,300袋

⑦　香南市

吉川水防団屯所

資材 土嚢 6,000袋

①　水防拠点

吉川水防待避所

ﾄﾘﾛｯｸ(2t) 6個

三柱ﾌﾞﾛｯｸ(2t) 8個

三基ﾌﾞﾛｯｸ(4t) 99個

計 113個

資材

物部地先

備蓄ﾌﾞﾛｯｸ

ﾎﾛｰｽｹﾔｰ(3t) 227個

六脚ﾌﾞﾛｯｸ(3t) 157個

中空三角(1t) 170個

中空三角(2t) 485個

三連ﾌﾞﾛｯｸ(2t) 59個

ｽﾄｰﾝﾌﾞﾛｯｸ(2t) 25個

計 1,123個

資材

久枝地先

備蓄ﾌﾞﾛｯｸ

備蓄ﾌ ﾛ゙ｯｸ ｽﾄ ﾝーﾌﾞﾛｯｸ(8t) 100個

資材

久枝地先

土砂 6,000m3

資材

久枝地先

土砂 2,000m3

資材

野市地先

備蓄ﾌ ﾛ゙ｯｸ トリロック(2t) 30個

資材

物部地先

備蓄ﾌ゙ ﾛｯｸ トリロック(2t) 114個

資材

物部地先

ｽﾄー ﾝﾌﾞﾛｯｸ(4t) 30個

六脚ﾌﾞﾛｯｸ(2t) 38個

三連ﾌﾞﾛｯｸ(4t) 22個

計 90個

資材

吉原地先

備蓄ﾌﾞﾛｯｸ

備蓄ﾌ゙ ﾛｯｸ 三柱ﾌ゙ ﾛｯｸ(2t) 122個

資材

岩積地先

備蓄ﾌ゙ ﾛｯｸ ｴｯｸｽﾌ゙ ﾛｯｸ(2t) 60個

資材

岩積地先

備蓄ﾌ゙ ﾛｯｸ ｽﾄｰﾝﾌ゙ ﾛｯｸ(4t) 120個

資材

下の村地先

備蓄ﾌﾞﾛｯｸ ｽﾄｰﾝﾌﾞﾛｯｸ(6t) 8個

資材

高川原地先
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４．現状の取組状況

② 水防に関する事項
『水防団への河川水位等に係る情報提供』、『河川の巡視区間』、『水防資機材の整備状
況』、『市庁舎、災害拠点の病院等の水害時における対応』

○現状
・四国地方整備局が基準観測所の水位により水防警報を発表している。
・出水時には、水防団等と河川管理者がそれぞれ河川巡視を実施している。
・市、県、四国地方整備局の間で、水防資機材の備蓄情報の共有を行っている。

河川巡視状況



排水ポンプ車配備状況

災害対策車両（排水ポンプ車）
保管場所（波介川車庫）

● 課題
・現状の排水計画では、今後想定しうる最大規模の降雨に伴う浸水に対し、確実な住民避
難や早期の社会機能回復の対応を行えない懸念がある。 6

４．現状の取組状況

③ 氾濫水の排除、施設運用等に関する事項
『排水施設、排水資機材の操作・運用』、『既存ダムにおける洪水調節の現状』

○現状
・排水ポンプ車や照明車等の災害対策車両、機器において、平常時から定期的な保守点検
を行うとともに、機械を扱う職員等への訓練、教育も実施し、災害発生による出動体制
を確保している。

登録番号
(機械番号)

規　　格
進入路
幅員

高知800は 562
(24-4891)

30m3/min
（高揚程型）

3m以上

高知800は
(25-4893)

30m3/min
（高揚程型）

3m以上

高知800は 210
(4312-14)

30m3/min 3m以上

高知800は 445
(19-4892)

高知800は 479
(20-4893)

150m3/min 3m以上

3m以上30m3/min

高知800は 77
(11-4894)

排水ポンプ車
稼働状況

排水ポンプ車設置状況
平成26年8月10日台風11号

排水状況
平成26年8月10日台風11号

排水ポンプ車設置状況
平成26年8月10日台風11号

仁淀川

物部川

「この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の5万分の1地形図を複製したものである。（承認番号 平28四複、第4号）」



● 課題
・流下断面の不足している箇所や堤防が計画断面に対し不足している箇所があり、洪水に
より氾濫するおそれがある。 7

４．現状の取組状況

④ 河川管理施設の整備に関する事項
『堤防等河川管理施設の現状の整備状況及び今後の整備内容』

○現状
・洪水を安全に流下させるよう、上下流バランスを考慮し引堤及び堤防拡幅を推進してい
る。
・侵食、洗掘が懸念される区間については、必要に応じて対策を実施している。
・浸透に対して安全性が低い区間については、安全性の確保に向けた対策を実施している。

引堤のイメージ 堤防漏水の
現象発生のメカニズム

水衝部の水制群
（河口より2.8km付近）
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５．減災のための目標



（１）円滑かつ迅速な避難行動のための取組

（２）洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の確保のための水防活
動等の取組
（３）社会経済活動を取り戻すための排水活動及び施設運用の強化

9

５．減災のための目標

■５年間で達成すべき目標

氾濫が拡散する扇状地性低地の地形の特徴を踏まえ、物部川で発生
しうる大規模水害に対し、「逃げ遅れゼロ」や「社会経済被害の最小化」
を目指す。

※扇状地性低地の特徴･･･扇状地末端の地形で勾配が緩やかであり、地盤高が計画高水位より低く、西に
離れるにしたがって徐々に低くなる傾向にある。

※大規模水害･･･想定しうる最大規模の降雨に伴う洪水とする。
※逃げ遅れゼロ･･･ハード対策、ソフト対策を実施することによって洪水に対して安全な場所へ逃げ切ること

ができる状態。

■目標達成に向けた３本柱の取組
河川管理者が実施する堤防整備等、洪水を河川内で安全に流す対策に加え、以下の取組を
実施。
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６．概ね５年で実施する取組



２）ソフト対策の主な取組
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６．概ね５年で実施する取組

１）ハード対策の主な取組
■洪水を河川内で安全に流す対策 ■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

①円滑かつ迅速な避難行動のための取組

■情報伝達、避難計画等に関する取組
・リアルタイムの情報提供及び連絡網の整備
・「映像情報の提供に関する協定」の締結
・プッシュ型情報の発信
・避難勧告に着目した防災行動計画（タイムライン）における関係機関の連携状況等を踏まえた精度向上
・防災行動計画（タイムライン）を用いた訓練の実施
・避難勧告等における助言の実施
・近隣市町との広域避難に関する調整、避難経路の検討
・洪水予報文の改良
・想定しうる最大規模の降雨も含めた浸水想定区域及び地点別氾濫シミュレーション、家屋倒壊等氾濫想定区域の指定
・想定しうる最大規模の降雨も含めた浸水想定区域及び地点別氾濫シミュレーション、家屋倒壊等氾濫想定区域の住民への周知
・浸水リスクに関する住民意識調査及び防災情報の認識、活用実態調査の実施
・ハザードマップ（統合型防災マップ）の改良、周知
・情報伝達手段の多重化としてのコミュニティFM放送の整備、防災ラジオ配布の検討を実施
・情報伝達（ホットライン）の実施

■平時から住民等への周知、教育、訓練に関する取組
・避難を促す緊急行動に係わる情報の共有
・情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級の可能性」等の改善
・効果的な「水防災意識社会」の再構築に役立つ広報や資料の作成、配布による、防災情報の住民等への周知
・小中学校等における防災教育を実施
・ダム操作に関する地元関係者への周知



２）ソフト対策の主な取組
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６．概ね５年で実施する取組

②洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の確保のための水防活動等の取組

■水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組
・水防団等への連絡体制の再確認と伝達訓練の実施
・水防連絡会の開催、重要水防箇所の共同点検及び精査、見直し
・水防団、自主防災組織、消防署等の関係機関が連携した水防訓練の実施
・水防団等に対して河川水位等に係る情報提供の実施

■要配慮者施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関する取組
・要配慮者利用施設、関係各課と連携した、情報伝達訓練や避難訓練の計画の検討及び避難確保計画等の作成に向けた支援の
検討を実施

③社会経済活動を取り戻すための排水活動及び施設運用の強化

■排水活動の強化に関する取組
・排水機場、樋門、排水路等の情報共有を踏まえた、排水計画の検討を実施
・排水ポンプ車の出動要請及び出動体制の確保
・排水機場、樋門、排水路等の点検及び操作説明会の実施
・排水ポンプ車等による訓練の実施
・ダムの容量を有効活用するためのダム操作について判断基準、操作ルール等の検討を実施



0km 5km

大臣管理区間

ものべがわ

：大臣管理区間 山田（下ノ村）箇所

咥内箇所

山田箇所

凡例 浸透対策 ﾊﾟｲﾋﾟﾝｸﾞ対策
流下能力対策 侵食対策

南国市

香南市
高知市

香美市

Ｌ＝0.53km

Ｌ＝0.2km

Ｌ＝0.40km

Ｌ＝1.1km

Ｌ＝0.19km

Ｌ＝0.53km

Ｌ＝0.53km

Ｌ＝0.05km
Ｌ＝0.05km

※具体の実施箇所等については、今後の調査検討や、洪水被害の発生状況
等によって変わる場合があります。

※表示されている各対策の延長計については、四捨五入の関係で概要図と
合致しない場合があります。
※今後概ね５年間で対策を実施する区間を記載しています。

浸透対策 ﾊﾟｲﾋﾟﾝｸﾞ対策 流下能力対策 侵食・洗掘対策

2.1km 0.5km 2.1km 0.6km 0.4km

内訳
実施区間延長
（重複無し）

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の2万5千分の1地形図を複製したものである。（承認番号 平25四複、第30号）

洪水を河川内で安全に流す対策
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〈物部川〉山田（下ノ村）箇所の浸透対策、流下能力向上、侵食、洗掘対策
山田箇所の浸透対策
咥内箇所の浸透対策、侵食、洗掘対策
岩積箇所の浸透対策 【平成28年度～平成32年度：四国地方整備局】
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○避難行動に必要な映像提供に配慮したCCTVカメラの設置
【平成28年度～平成32年度：四国地方整備局】

○水防資機材の確保
【毎年（出水期前）：高知市、南国市、香南市、香美市、高知県、四国地方整備局】

避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

CCTVカメラの整備

水防資機材の確保状況

香我美橋

後川樋門（外水）

深渕水位観測所

京田樋門

岩積樋門

高川原樋門

吉川水門展望台ＣＣＴＶ

物部川大橋左岸

上岡山

町田橋

深淵

後川樋門（内水）

半径 400m の円
（男女の判別が概ね可能）

半径 1.0km の円
（概ね人間の動きが分かる範囲）
既設カメラ

1K8

3K8

有堤　早期に氾濫が発生する地区　8K8

無堤　早期に氾濫が発生する地区　9K0

下の村

既設カメラ

重要水防箇所凡例

Ａ Ｂ

堤防高(流下能力)

堤 防 断 面

法崩れ・すべり

漏　　　　　　水

水 衝 ・ 洗 掘

工　事　施　工

工　　作　　物

要 注 意 区 間

予定カメラ

予定カメラ

半径 400m の円
（男女の判別が概ね可能）

半径 1.0km の円
（概ね人間の動きが分かる範囲）

既設CCTV設置個所

早期に氾濫が発生する地区

水防資機材 水防待機所

備蓄ブロック



15

ハザードマップ（統合型防災マップ）

情報伝達、避難計画等に関する取組

例：防災ラジオ

○避難勧告に着目した防災行動計画（タイムライン）における関係機関の連携状況等を踏まえ
た精度向上
【平成28年度～：高知市、南国市、香南市、香美市、高知県、高知地方気象台、
四国地方整備局】

○浸水リスクに関する住民意識調査及び防災情報の認識、活用実態調査の実施
【平成29年度～：高知市、南国市、香南市、香美市、四国地方整備局】

○ハザードマップ（統合型防災マップ）の改良、周知
【平成28年度～：高知市、南国市、香南市、香美市、四国地方整備局】

○情報伝達手段の多重化としてのコミュニティFM放送の整備、防災ラジオ配布の検討を実施
【平成28年度～：高知市、南国市、香南市、香美市】

タイムラインの作成
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防災情報チラシの作成

平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

・情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級の可能性」等の改善
【平成29年5月末：高知地方気象台】

・効果的な「水防災意識社会」の再構築に役立つ広報や資料の作成、配布による、防災情報の
住民等への周知

【平成28年度～：高知市、南国市、香南市、香美市、高知県、高知地方気象台、四国地方整備局】

気象庁が提供する気象情報等の活用

危険度の高まるタイミングやエリアを確認

警報等を解説、見える化する

高

危
険
度

低

今日 明日

9時 12時 15時 18時 21時 00時 03時 06時 09時

大雨

雨量（mm） 10 30 50 80 50 30
（浸水害）

（土砂災害）

洪水

風
陸上（m/s） 15 20 20 25 20 20 15 12 12
海上（m/s） 20 25 25 30 25 25 20 15 15

危険度を色分けした時系列

洪水警報を補足するメッシュ情報
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関係機関が連携した水防訓練の実施

水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組

○水防連絡会の開催、重要水防箇所の共同点検及び精査、見直し
【毎年(出水期前)：高知市、南国市、香南市、香美市、高知県、四国地方整備局】

○水防団、自主防災組織、消防署等の関係機関が連携した水防訓練の実施
【毎年(出水期前)：高知市、南国市、香南市、香美市、高知県、四国地方整備局】

○水防団等に対して河川水位等に係る情報提供の実施
【継続：高知市、南国市、香南市、香美市、高知県、四国地方整備局】

河川水位等に係る情報提供の実施重要水防箇所の共同点検
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要配慮者施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関する取組

○要配慮者施設、関係各課と連携した、情報伝達訓練及び避難訓練の計画の検討及び避難確保
計画等の作成に向けた支援の検討を実施

【平成28年度～：高知市、南国市、香南市、香美市、高知県、四国地方整備局】
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排水ポンプ車訓練を実施

排水活動の強化に関する取組

○排水機場、樋門、排水路等の情報共有を踏まえた、排水計画の検討を実施
【平成28年度～平成32年度：香南市、高知県、四国地方整備局】

○排水ポンプ車等による訓練を実施
【毎年(出水期前)：高知市、南国市、香南市、四国地方整備局】

排水ポンプ車 稼働状況

排水状況
平成26年8月10日台風11号

排水ポンプ車設置状況
平成26年8月10日台風11号
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７．フォローアップ
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○各機関の取組内容については、必要に応じて、防災業務計画や地域防災計画、河川整備計
画等に反映することなどによって責任を明確にし、組織的、計画的、継続的に取り組むこと
が重要である。

○原則、本協議会を毎年出水期前に開催し、取組の進捗状況を確認し、必要に応じて取組方
針を見直すこととする。また、実施した取組についても訓練等を通じて習熟、改善を図るな
ど、継続的なフォローアップを行うこととする。

○なお、本協議会は、今後、全国で作成される他の取組方針の内容や技術開発の動向等を収
集した上で、随時、取組方針を見直すこととする。

計画

実行
点検

改善

フォローアップ


